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大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理実習（通年：共同）、・臨床心理学特論Ⅰ(前期）、 ・臨床
心理学演習Ⅰ（通年）、・社会臨床心理学演習Ⅱ（通年）、・臨床心
理面接特論Ⅱ(後期）、・臨床心理査定演習（通年：共同）、・投映
法特論（前期）

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本ブリーフサイコセラピー学会、日本行動療法学会、日本
認知療法学会、日本トラウマティックストレス学会、他

心理療法における学派を超えて共通に存在する治癒(効果)要因と治療プロセスの探索、不安・抑
うつの臨床心理学的研究

関西学院大学大学院文学研究科博士課程前期課程心理学専攻修了

文学修士

臨床心理学、心理療法（統合・折衷）

最終学歴

【研究上の特記事項】

関西折衷的心理療法研究会（平成22年4月設立）において共同研究者数名（臨床心理士）と共
に、統合・折衷的心理療法に関する実践教育と研究を行っている。平成24年度は「心理療法統合
を考える会（東京）」と合同研究会を開催（企画及び発表）した。また、関西マインドフルネスアプ
ローチ研究会（平成24年9月設立）においてマインドフルネスに関する実践的研究を行っている。
平成24年度は勉強会を3回開催した。「トラウマ解消のクイック・ステップ」の翻訳出版（金剛出版）
した。

学部担当科目

・臨床心理学演習Ⅰ（前期)、・臨床心理学演習Ⅲ（前期）、・臨床
心理学応用実習Ⅰ（前期）、・心理病理学（前期）、・臨床心理学演
習Ⅱ（後期）、・臨床心理学演習Ⅳ（後期）、・臨床心理学応用実習
Ⅱ（後期）、・臨床心理学概論（後期）、

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

担当講義科目においては、毎回授業アンケートを実施し、教員側の授業の振り返りと学生の授業
内容の理解の状況について把握するための一助とした。大学院臨床心理学コース修了生に対す
る実践教育支援（臨床心理クリニックケースカンファレンス）を、臨床心理学コース教員及びクリニッ
ク相談員と共同で行った。

ブリーフセラピー・ネットワークジャパン理事（1998年度～）、大学院連合メンタルヘルスセンター理
事（2011年度～）、人間性探究研究所理事（2012年度～）、大阪府臨床心理士会医療関係部会運
営委員（2005年度～）、奈良県スクールカウンセリングカウンセラー（2008年度～）、奈良いのちの
電話相談員養成講座講師(2009年度～）、関西折衷的心理療法研究会世話人（2010年度～）、関
西マインドフルネスアプローチ研究会主宰（2012年度～）、ソーシャルケアセンターアドバイザー
（2011年度～）

【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部長（2011-2012年度）、社会学研究科長（2006-2007年度、2011-2012年度）、臨床心理ク
リニック所長(2007-2010年度）、人事委員（2009-2010年度）、学生相談員（2004年度～）、臨床心
理クリニック相談員（2007年度～）、地域連携教育研究センター運営委員(2007-2010年度）、他

通信教育部担当科目
・臨床心理学（スクーリング科目）
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⑧第20回大阪府臨床心理士会
ワークショップＤ分科会：ナラ
ティブセラピー入門

2012年12月9日
主催：大阪府臨床心理
士会

坂本真佐哉氏（神戸松蔭女子大学）に
よるワークショップの企画と司会に参与
した。

⑥第1回マインドフルネス勉強
会：講義と実習「認知行動療法
の変遷」

2012年9月9日
主催：関西マインドフル
ネスアプローチ研究会

行動療法から認知行動療法、新世代認
知行動療法へと至る経緯について講義
し、マインドフルネススキルの実習を
行った。

⑦講演：ストレスを和らげる-心
理学からのアプローチ

2012年11月3日 主催：奈良大学後援会

認知行動理論及びストレス心理学の観
点から、ストレスを和らげる認知的・行動
的対処方略ならびにマインドフルネスの
効用について平易に論じた。

⑤10年経験者研修講座：学校
カウンセリングの基本

①第8回高の原カルチャーサロ
ン奈良大学心理学講座：「ストレ
スを和らげる心理学」入門-“ここ
ろのつぶやき”に気づく

③奈良いのちの電話「第36期電
話相談員養成講座」：講義「人
間関係の課題（３）地域-臨床心
理的コミュニティ援助論を中心と
して」

教職員対象の教育相談研修会におけ
る講師として、思春期のうつや不安等の
問題の理解と対応について論じた。

（研究会発表、講演、公的発
言，等）

②電話相談員へのグループ
スーパーヴィジョン

④講演：思春期のうつの理解と
対応

教育研究所の電話相談員ケース会議
においてスーパーヴァイザーとして指導
を行った。

（学会発表）

2012年6月19日

臨床心理的地域（コミュニティ）援助の
理論と実際について、コミュニティ心理
学や・システムズアプローチの観点から
講義した。

小学校、中学校、高校の教員歴10年の教員
に対して、講師として「学校カウンセリングの
基本」に関する講義と実習を行った。

認知行動理論及びストレス心理学の観
点から、ストレスを和らげる認知的・行動
的対処方略について平易に論じた。

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（翻訳）

①可能性のある未来につながる
トラウマ解消のクイック・ステップ

金剛出版平成25年1月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

2012年8月16日

主催：一般財団法人奈
良市総合財団・奈良大
学

主催：奈良県立教育研
究所

主催：奈良いのちの電
話協会

主催：大阪府立貝塚南
高等学校

主催：奈良県立教育研
究所

2012年6月2日

2012年7月7日

2012年7月10日

発行又は
発表の年月

ブリーフセラピー及び統合的な立場か
ら、丁寧にトラウマを解消するためのア
プローチの理論と方法について解説し
た実践書。
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⑫第3回マインドフルネス勉強
会：講義と実習「マインドフルネ
ススキルを学び、実践することの
意義-MBSR、MBCT、ACTに学
ぶ」

2013年3月24日
主催：関西マインドフル
ネスアプローチ研究会

新世代の認知行動療法において、マイ
ンドフルネスの有用性や有効性がどの
ように捉えられているかについて講義
し、併せて「マインドフルネススキルの実
習を行った。

⑩講演：現代社会におけるスト
レスとその緩和

2013年2月7日
主催：奈良ロータリーク
ラブ

ストレスの認知的評価理論に基づき、現
代社会におけるストレス発生のメカニズ
ムについて平易に論じた。

⑪第14回心理療法統合を考え
る会：基調講演「可能性を広げ
る心理療法の実践を目指して」

2013年3月3日
主催：心理療法統合を
考える会

「関西折衷的心理療法研究会」と「心理
療法統合を考える会」の合同研究会に
おきて、統合・折衷的心理療法におけ
る共通要因アプローチの立場から、クラ
イアントの可能性を広げる心理療法的
関わりの基本と実践方法について論じ
た。

⑨第2回マインドフルネス勉強
会：講義「マインドフルネスとは
何か」

2012年12月16日
主催：関西マインドフル
ネスアプローチ研究会

マインドフルネスストレス低減法の創始
者ジョン・カバットジン氏のマインドフル
ネスに対する考え方について講義し
た。


